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富山大学 に お け る大学教育改善 の 答申 を受 け て
富山大学長 小 黒 千 足
平成 3 年 6 月 に 設 置 さ れて 以来， 本学の 教育改善 に向け て 鋭意検討 を 進 め て
き た富山 大学大学教育改善検討委員会 は ， 同 1 0 月 の 中間報告に お い て 基本方
針を示した後 更に検討 を 重 ね ， 平成 4 年 3 月 2 6 日 に 「富山大学 に お け る教育
の 改革 に つ い て 」 と し て評議会 に 答 申 を 提 出 さ れ ま した 。
こ れ は全学部及 び教養部 の委員 が， 教授会等 と 密接に 連絡を 保ち ， 本学 の 将
来の ため に 重ね た論議 の結晶で あ り ま す 。 こ の 改革 は ， 新しい大学設置基準に
対 応 し ， よ り 良 き 教育 を 行 う 大学 を 作 り 上 げるため に必須の も の で あ り ， そ の
重要性 は計り し れ ま せ んD 全学 の 教職員 に で き るだ け 早 く 理解 を い ただ く ため ，
学 報 の 号 外 を 発行し答申 の全文を 掲載い たしま す 。
評議会 で は ， こ れ に つ い て 集中的 に 審議し， 全学 的 な 合意 の 上で ， 可能 な 限
り 平成5年度か ら 具体 化したい と 考えて お り ま す 。 各部局 で も 教授会等 に お き
ま して ， 新 し い 大学確立 の ため に御努力 く だ さ る こ と を 希望い た し ま す o
最後 に ， 全 国 的 に 大学 の 改組 が計画， 実施 さ れる中で ， 本学 が遅れ を と ら ぬ
よ う努力 され た ， 大学教育改善検討委員会 の 委員 長 を は じめ委員 の 皆様 に 深 く
謝意 を 表し ま す。
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はじめ に （答申まで の経緯など）
富山大学大学教育改善検討委員会 は ， 平成 3 年 6 月 4 日 の 第 1 回委員会 に お
い て ， 評議会 か ら 次 の 4 項 目 に つ い て ， 平成 4 年 3 月 末 を 目 途 に 答申するよ う
諮 問 を 受 け ま した。 （付録資料l 参照）
(1） 一般教育 と 専門教育 の 在り方
(2） 開設授業科 目 と カ リ キ ュ ラ ム の 大綱
( 3） 一般教育 の 実施組織の 在 り方
(4） そ の 他大学教育 の 改 善 に 関 する事項
そ の 際学 長 か ら ， 答申 を 受 け て 評議会 で 審議し， そ の 結果必要 が あ る事項 に
つ い て は ， 平成5年度概算要求 に 盛り込み たい 旨 が述 べ ら れ ま した。
こ の ため本委員会 は ， 極 め て 限 ら れた期 間 で は あ り ま したが， 鋭意検討 を 重
ね ， こ こ に 答申 を 提 出 す る こ と に な りま した。
平成 3 年 1 0 月 1 5 日 に 『中間報告』 提 出 後， 本委員会 は個々の 問題に つ い
て 詳細な 検討 を 進 め るため ， 委員会規則第 8 条に より， 次 の 二つ の部会 を 設 け
ま した。
(1 ） 「教 育 課 程 部 会」 部会長 浜谷正人委員
(2) 「組織 ・ 制度部会」 部会長 風巻紀彦委員
両部会 は そ の後， 『中間報告』 に 沿 っ て 本委員会か ら 付託さ れた事項及 び検
討 の 過程で付加的 に 生じた事項 に つ い て ， ほぼ毎週会議 を聞き 検討 を重ね て ，
問題の整理 と 具体案 の 作成 に 努め ま した。 そ の 間， 必要 に 応じて 全体委員会 に
諮り， 慎重 な 論議 を 続け ま した。 こ の たび よ う や く 本委員会 と して ， 合意に達
しま したの で ， こ こ に 答 申 い たしま す 。
答申内容 は ， 1 . 『改革 の基本的方向』 ， 2 . 『教育課程 の 改革』 ， 3 . 『組織の
改革� , 4 . 『 そ の他』 と な っ て お りま す。
こ の 間， 各学部及 び教養部 の教授会， 将来計画委員会， 拡大教務委員会 な ど
各種委員会 か ら 貴重 な 御意見 を い ただ き ま した。
ま た， 本委員会 の運営 に 当 た っ て は ， 資料収集 を は じめ ， 多 く の 面 で ， 事務
局 ， 学生部及 び各学部並び に教養部 の事務 担 当 の 方々か ら 多大 の 協力 を い ただ
き ま した。 記して 厚 く お 礼 申 し上 げ ま す 。
こ の 答 申 が学内で 十分検討 さ れ， 富山大学の大学教育改善 に 資す る こ と を 期
待しま す 。
富 山 大学大学教育改善検討委員会
委員長 瀧 漂 弘
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第1章 改革の基本的方向
大学教育の 目 的 は ， 「学術の中心 と し て ， 広 く 知識 を 授 け る と と も に ， 深 く
専門 の学芸を 教授研究 し ， 知的， 道徳的 及 び 応用的能力 を 展開 さ せ る こ と 。 」
（学校教育法第 5 2 条〉 で あ る 。 この 目 的 を 実現す る ため ， 富 山 大学 に お け る
教 育課程編成 の 基本 は ， ①そ の 専攻に 関 わ る 専門 的学芸 ・ 技術を 修得 さ せ る こ
と で あ り ， ②広い 視野 ・ 総合的 ・ 理性的判断力 を 持 っ た全人 的教養 を 培 う こ と
で あ る 。 す な わ ち ， 学生 に ， 専攻す る 学術分野 を 体 系 的 ・ 系統 的 に 履修 さ せ る
の み で な く ， 同時に ， 他分野 の学芸の 知識 や 相互関係 を 理解 さ せ る こ と に よ っ
て ， 真に創造 的 な 能力 の 酒養を図 る こ と で あ る 。
富山大学で は ， 従来上記①②の 側面 を 学部教育 と 教養部教育 と に 分離 し て 実
施 し て き た。 し か し ， 残念 な が ら ， 実情 は ， この重要な 二つ の 面 を 相互 に 疎外
し ， 事離す る 結果を 来た し て い る と 言 わ ざ る を 得 な い 。 教養部 で は ， 学生数 に
対 し ， 余 り に も 教官数が少 な い ため ， 多 人数教育を 余儀な く さ れ， 学生 の学習
意欲 を 触発す る よ う な 学生中心の 教育を 非常に 困難に し ， 入学時に す で に 一部
学 生 の 学習意欲 を 喪失 さ せ る 結果を招 い たの も 偽 ら ざ る 事実で あ る 。 一方学部
で は ， 科学 ・ 技術の急速 な 発展 に 伴 う 教育内容 の増大， 多様化が 2 年半 の み で
は 十分 な 専門教育を不可能 に し て い たこ と も 否め な い 。 さ ら に ， 本来全学 の教
官 が一致 し て 当 た る べ き ， この 二つ の 側面 を そ れ ぞれ担 当教官 が固定 さ れ て い
たこ と に よ っ て ， 教官層 に お い です ら ， 教養課程 を 専門教育の 準備課程視し ，
そ れ が， ひい て は教養教育を 専門教 育に 比 し て 一段低いレベルの教育と み る 一
般的風潮を 醸成 し ， 本来の一般教育が持つ 意義 は ， ま す ま す形骸化 さ れた面 も
確か に 認 め ら れ る と ころ で あ る 。
本委員会 は ， そ う し た実情 に 対 す る 反省 と ， 大学 の 果たす べ き 社会 的役割へ
の 認識 に 基づ き ，
『従 来の一般教育課程 と 専門教育課程 の区分 を 廃止 し ， 学生本位 の 4 年一貫 カ
リ キ ュ ラ ム を 系統的 に 編成す る こ と 』 及 び 『 そ の実現 に 最 も ふ さ わ し い組織 ・
制度 の 改革』 を基本的方向と し て 確認 し ， 具体的 に 検討 ・ 立案 を 進 め た。
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第2章 教育課程の 改革
I. 基本方針
本委員会 は ， 大学設置基準の 改正及 び前章 で指 摘 さ れ た よ う な 現行教育
制度の 問題 点を 考慮して ， 富山大学 に お け る 教育課程及 び カ リ キ ュ ラ ム の
抜本 的 な 改正 が必要で あ る と の結論 に 達した 。
改正案 の作成 に 際して は， 次 の よ う な 基本方針を 設定した 。
( 1 ） 従来の 一般教育課程 と 専門教育課程 の 区分 及 び 二元的な 履修形態を 廃
止し， 一般教養教育 と 専門教育 と の一貫性 と 連続性を達成し， 大学教育
の活性化 ・ 効率化 ・ 高度化を 図 る よ う な 4 年一貫教育体制 に 改 め る 。 そ
の た め に は ， 両教育 を 媒介す る 新しい授業科 目を 設定した り ， 履修年次
を 見直す 必要が あ る 。
( 2 ） 一般教養 の 重要性を考慮しつ つ ， 一般教養教育 の 理念 と 問題点を再検
討し， 幅広い教養 と総合的 視点を 酒養 す る た め に カ リ キ ュ ラ ム を編成仕
直した り 拡充す る 必要が あ る 。 この立場 か ら ， 現行 の 一般教養科 目を 見
直し， 全学教官 の 参 画に よ って斬新 か っ 個性的 な 授業科 目を 開講す る 。
ま た ， 特色 あ る総合科 目を充実 さ せ る 。
(3） 現代 に お け る 基礎 的 な 技量の 充実の た め ， 情報処理能 力 及 び言語表現
力を 酒養 す る 授業科 目が必要で あ る 。
( 4 ） そ の他 ， 現行の教育課程が抱え て い る 問 題点や将来改正 が必要な 事項
を 検討す る 。
な お ， 『中間報告』 の 提起に従 え ば， 本委員会 と して 「従来の 一般教育
課程」 の改革 と 同時 に 「従来の専門教育課程」 の教育課 程 に つ い て も 互い
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に 有機的関連の 中で， 4 年一貫教育 の 具体 的 カ リ キ ュ ラ ム を 編成 し ， 答 申
に 入 れ る べ き も の で あ っ た 。
そ の 後本委員会 は ， 各学部ご と の卒業要件総単位数等 に つ い て の 審議 を
行 っ た が， し か し ， 本委員会 と し て は ， 全学 に共通す る 部分 の み を 集中的
に 審議 し ， そ の 新 カ リ キ ュ ラ ム の編成 ・ 内容 ・ 実施方法の み を 示す こ と に
よ っ て ， 各学部が そ の 専門教育 の た め の カ リ キ ュ ラ ム を 新 た に編成す る 場
合の 基本的方向 を 示 す こ と に し た 。
II . 教育課程改編 の 骨子
( 1 ） 授業科 目 の 区分及 び履修年次
上記 の 基本方針 と 理念 を 達成す る た め に ， 富山大学 の 教育課程 を 次 の
第 1 表 （授業科 目 の 区分及 び 単位数） 及 び第 2 表 （履修年次） の よ う に
改革す る 必要 が あ る 。
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第 l表 授業科 目 の 区分及 び単位数
授業科 目 の 区分｜ 1 単位 当 た り の授業時間 数
専門科 目
講義 1 5時間
専攻科 目 ｜ 演習 1 5時間
〈教育上特 に 必 要 な 場 合30時間 ）
専門基礎科 目 ｜ 実験 ・ 実習 ・ 実技 3 0時間
〈教育上特 に 必要 な 場 合4 5時間）
必修 ｜ 選択 ｜ 自由
各学部 が定 め る
（専門基礎科 目 は 1 年
次 か ら 実施 ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.............. ・ ·······································································•············－····················・・・・・・・・・・・－
教養科 目
教養原論
人文系科目
社会系科 目
自然系科 目
講 義 1 5時間 1 2 4 
........ ... ..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ －－－－－－－－－－－－ー......・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
総合科 目 講義 1 5時間 6 2 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・......・・・・・・・・・・－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・－－－－－－－－－－ ・................. .........................� ................ . 
共通基礎科 目
2 カ 国語
外国語科 目
保健体育科 目
.......・H・－－……？？芦田……….....・H・. ！.......・H・.！.竺－－�－－－···－l.... � .. 
講 義 1 5時間
演習 1 5時間
実 技 3 0時間
情報処理科 目 1 5時間
言語表現科 目｜ 1 5時間
教養科 目 ・共通基礎科 目 の 小計
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第 2 表 履修年次
授業科目 の区分
専門科目
専攻科目
専門基礎科目
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
教養科目
教養原論
総合科目
－ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・4・・・・・・・・・・・・・・・・
共通基礎科目
外国語科目
保健体育科目
講義
演習
実技
情報処理科目
言語表現科目
1 年 2 年 3 年
て－一－－｜〈
， 、
、 ， 
－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．
4 4 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．
2 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4・・・・・
2 2 
2 2 
・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
2 
2 
－・・・・・・・・・・・・ー・・・ー・・・・・．
]
2
]
2 
・・・》
・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．
4 2 2 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・． ・・・・・ー・・．．．．．．．．．．．．．．．
4 2 
・・........・s・・ー......‘’＂・・咽...・・・・a・ ・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．
2 2 
・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ －・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ・ ・・・・a・・・．．．．．．．．．．．．．．．．
4 年
． 、
J 
・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．
・・・・・・・・・・・ー・・・・ー・・ー・・・
注： 1 . 表 の単位数 は各年次 の 修得 可能単位数 で あ る 。 （最小開講単位数
で も あ る 。 ）
2 . 教養原論 と 総合科目 の 単位数 の 配分 は ひ と つ の 事例で あ り ， 学部
の 事情 を考慮 し て 各学部で定 め る も の と す る 。 必要 な 場合， も っ と
高学年で修得 さ せ る こ と も で き る 。 ま た ， 保健体育科目 の単位数 の
配分 も 一例で あ る 。
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( 2 ） 現行 カ リ キ ュ ラ ム と の 主な 変更点
新 カ リ キ ュ ラ ム に お い て変更及 び新設 さ れ た主な 事項 は 次 の と お り で
あ る 。
(a） 授業科 目 区分 の 変更・ 新設 （ 上掲 の 第 1 表， 第 2 章 の II ( 3 ） 及 び後掲
の 資料 1 , 2 を 参照）
現行 の 専門教育科 目 を 専門科 目 と 改称す る 。 そ の 中 に 専攻科 目 と 専
門基礎科 目 を 新設 し ， 後者 は 1 年次か ら 開講す る と し た こ と 。
い わ ゆ る 一般教育科 目 を教養科 目 と 共通基礎科 目 に 二分 し た こ と 。
教養科 目 と し て教養原論 （ 人文 ・ 社会 ・ 自 然の 3 系 列 ） と 総合科 目
を 置 い た こ と 。
共通基礎科 目 を新設 し た o その 中に従来 の 外 国 語 と 保健体育科 目 を
含 め たほか ， 情報処理科 目 と 言語表現科 目 を 新設 し た こ と 。
(b） 授業科 目 の 種類
授業科 目 の 種類を ， 必修， 選 択 （選択必修 と 同義） ， 自 由 （ 自 由選択
と 同義） と し た こ と 。
(c） 教養原論 の 単位数 と 履修方法
教養原論 は 1 2 単位 を 選択と す る 。 必要 な 場 合， 履修 さ せ る 系列 （文
は科 目 ） 及 び そ の 単位数 の 割 り 振 り は各学部 で 定め る も の と す る 。 系列
（文は科 目 〉 を限定す る 際 は ， 専 門 外 の 教養原論 を 選 ぶ こ と が望 ま し い 。
(d） 外国語の 単位数及 び時間数
外国 語は 2 カ 国語を選択 （各 4 単位） と し ， 自 由 を 4 単位 と し た こ と 。
特 に 教育上必要 な 場 合は ， 選択 （選択必修） の科 目 を 指 定す る こ と が で
き る も の と す る 。 な お ， 1 単位 の 授業時間 数 は 3 0 時 間 （ 2 時 間 1 5 週）
と し た 。
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(e） 選択及 び 自 由 単位数
教養科 目 と 共通基礎科 目 の 選択単位数 は 3 0 単位 と す る 。 自 由 1 6 単
位 の う ち 1 0 単位 ま で ， 卒業要件単位数 に 含 め る こ と が で き る も の と す
る 。 し た がって ， 各学部 と も ， 専門科 目 ・ 教養科 目 ・ 共通基礎科 目 の 自
由単位 の 合計を 1 0 単位以上と す る 必要 が あ る 。 な お ， 卒業要件単位数
は ， 各学部で 定め る も の と す る が ， 余 り に過剰な負担 は 問 題で あ る との
指 摘 も あ る 。
(f） 演習 の l 単位 当 た り 時 間 数 の 変更
専門科 目 の 演習 を 1 時 間 1 5 週 1 単位 と し た こ と 。 た だ し ， 教育上特
に必要な 場合， 2 時 間 1 5 週 1 単位 と す る こ と も で き る 。
(g） 保健体育科 目 の 実技 の 時間数 の変更
保健体育科 目 の 実技 を 2 時 間 1 5 週 1 単位 と し た こ と 。 （現行 3 時 間
1 5 週 1 単位） 2 単位 を 選 択 と し ， 自 由 を 4 単位 と し た こ と 。 ま た ， 演
習 を 新設 し た こ と 。
(h） 授業時間
改組 に 当 た って は授業時聞は 1 時 間 を 4 5 分 （ 1 コマ9 0 分） に ， 1 日
5 時限 （コマ） で全学的 に 統一す る 必要 が あ る こ と。
(i） 履修形 態の 変更
横割 り 制を 廃止 し て 4 年一貫の 履修形 態を 導入 し た こ と 。 （第 2 表参
照）
(j） 講 義 の 単位
教養科 目 及 び共通基礎科 目 の 講義 の 単位 は 原則 と し て 2 単位完了 と す
る こ と 。 必要 な 場合， 4 単位完了 も あ り う る も の と す る 。
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( 3 ） 授業科 目 の 区分 ・ 内容 ・ 実施方針
新 カ リ キ ュ ラ ム （第 1 表） に お け る 授業科 目 区分 名 ， そ の 内容 と 実施
方針の 骨子 は 次 の よ う な も の で あ る 。 な お ， 全学 に 共通 す る 授業科 目 に
つ い て は ， 新 設 の 「大学教育委員会」で の 大綱 的審議 を 経 て ， 「 大学教
育研究センター」に お け る 専門委員会 が企画立案等実施の責任 を 持っ こ
と に な る 。
専門科 目
専攻科 目
専 門 的 な 知識 ・ 技術 を修得 さ せ る 科 目 。 専攻科 目 と 専門基礎科
目 に 分 け ， カ リ キ ュ ラ ム 上で教養科 目 及 び共通基礎科 目 と 有機的
に 連係 さ せ て 実施す る も の と す る 。
高度な 専門的知識 ・ 技術 を 修得 さ せ る 科 目 。 各学部で実
施す る が， 必要 な 場合， 複数学部 の 共 同 で 開講す る 。
専門基礎科 目 専攻科 目 履修の た め の 基礎的 な 知識 ・ 技 術 を 修得 さ せ る
科 目 。 現行一般教育科 目 と し て 行 わ れ て い る 科 目 の 内 で専
門基礎 的 な 科 目 ， 及 び現行専門教育科 目 の 中の基礎 的 な 科
目 。 特 に 教育上必要 な 学科 （課程） ・ 学部 に あ って は講座
の研究内容や専門研究分野 の 動向 の 紹介 も 兼ね る 。 1 年次
か ら 当 該学部で実施す る 。 た だ し ， 実施 に 当 たって は ， 教
養科 目 と 共通基礎科 目 の場合に 準 じ た 扱い と し ， 全学部が
協力 す る も の と す る 。
教養科 目 幅広 く 深い 教養及び 総合的 な 判断力 を培い ， 豊か な 人 間 性 を 酒
養す る た め の科 目 。 主 と し て 専門外領域や学際的領域 に 関す る 講
義。 1 年次か ら 3 ・ 4 年次 に か け て 全学教官 が実施す る 。 教養科
目 と し て 教養原論 と 総合科 目 を 置 く 。
教養原論 現行一般教育科 目 （ 3 系列〉 に 該当 す る が ， 個別科 目 を
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総合科 目
共通基礎科 目
外 国 語科 目
併置す る 従来の方式を根本 的 に 見直 し ， 3 系 列 ご と に ， 諸
科学 の最先端の 問題状況や研究課題 に 照 し て 内容 を 精選 ，
再編 し ， 専門 を 異 に す る 学生 に と って も 各分野諸科学 の 現
代 的意義が習 得 で き る よ う ， テーマ性 の あ る 授業科 目 と す
る 。 富山大学 の 学科 （課程） ・ 講座 ・ 教官 の 特色 を 生 か し
た 原論 も 望 ま し い 。 ま た ， そ の 場合， 教官 の希望 に よ って
は ， 現行 の 教養部ゼミに似た少人数 の ゼミ形式の 授業 も 開
講 す る も の と す る 。 な お， 選択 1 2 単位 と す る が， 履修 さ
せ る 分野 と そ の 単位数 は 各学部 で定 め る 。 日 本事情 （ 6 単
位） は選択 4 （ 人文系列又は社会系列 ） ， 自 由 2 と す る 。
た だ し ， 日 本事 情 は 外 国 人留学生 の み履修可 能。 （ 資料 1
参照〉
現行 の 総合教育科 目 を発展 的 に 踏襲 し た 科 目 で ， 各分野
を 横断す る 学際 的テーマや 時事的テーマ， あ る い は 富山 の
地域性 を反映 し た テーマな ど， よ り 総合的 な アプ ロ ーチを
必要 と す る テーマを 選 ん で開講す る 。 教養原論 と 合せ て 学
生 の 主体的 ・ 総合的 な 判断力 を酒養 す る 科 目 。 開講形式の
多様化を 図 り つ つ ， 大 学 の 特色 を 生 か し た 多 彩な 授業科 目
と す る 。 （ 資料 2 参照〉
専門科 目 の 履修， 及 び幅広 く 深い 教養 と 豊か な 人間 性 の 酒
養 の た め全学部生 に 共通 し て 修得 さ せ る 基礎 的 な 科 目 。 共通
基礎科 目 と し て外 国 語科 目 ， 保健体育科 目 ， 情報処理科 目 ，
言語表現科 目 を 置 く 。
現 行 の 外 国 語科 目 。 授業科 目 は 英語 ・ ドイツ語 ・ フ ラ ン
ス語 ・ 中国語 ・ ロ シア語 ・ 朝鮮語 ・ 日 本語 （留学生用） と
し ， 関連教官 が実施す る 。 2 カ 国語各 4 単位 を選 択 と し 4
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単位 を 自 由 と す る 。 な お ， 特 に 必要 な 場合， 選択の 外 国 語
科 目 を学部 で 指 定す る こ と が で き る も の と す る 。 上記外国
語の他， ラ テン語は 2 単位選択可能で あ る 。 な お ， 将来，
新 た に ポル ト ガル語 （ スペイン語） な ど の 外 国 語 も 開講す
る こ と が望 ま し い 。
な お ， 国際化時代 に お い て 外 国 語教育 の 必要性 は ま す ま
す増加 し 外 国語教育 の充実 が学部か ら 要請 さ れ て い る が ，
他方， 学部分属 に よ っ て 外国 語関係教官 の 負担 が増加 し 共
通基礎科 目 の開講時間数を 減 ら さ ざ る を得 な い 教科 も で て
く る と 予想 さ れ る の で ， 改組 に 当 た っ て は 適切 な 措置く学
外非常勤講師の 増加や外 国語教官 の増員 な ど ） を講 じ る 必
要 が あ ろ う 。 当 面 は ， 不 足部分 は各学部で 対処す る と し ，
将来的 に は 自 由 単位 の 選択必修化や 増加 も 望 ま れ る 。 さ ら
に ， 外 国 語を スキ ル と し て 必要 と し て い る 学生 の た め に ，
授業内容 は 多様 化 さ れ る 必要 が あ ろ う 。 授業 は 可及的 に少
人数 （ 1 ク ラ ス 5 0 人程度） で行 う も の と す る 。
保健体育科目 現行 の 保健体育科 目 を発展 的 に 継承 し た 科 目 。 健康管理
及 び体 力 増進を 目 的 と す る 科 目 。 関係教官 が多彩な メニュ
ーに 基 づ い て 実施す る 。 な お ， 委員会案 で は 2 単位 を選択
と し 4 単位 を 自 由 と し た が ， 4 (= 2 + 2 ） 単位 を必修と
す べ き で あ る と の 意見 が あ る。
情報処理科目 情報科学 の 基礎知識及 び数値計算の 基礎技術 を 修得 さ せ
る 科 目 。 情報処理センターの 充実 （ 総合情報処理 センター
化） と 連動 し て 実施す る 。 当 初は （言語表現科 目 と ） 選択
と し て段階的 に 導入す る が ， 結果を み て 将来は必修 と す る
こ と も あ り う る も の と す る 。
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言 語表現科 目 日 本語の 正確で豊か な 表現力 （作文 ・ 会 話 ・ 発表 ・ 討議）
を 酒養す る 科 目 。 ま た ， 必要 な 場 合， 古典的文献 の 読 み 方 ，
文献 の検索や収集の方法 な ど の 指 導 も 行 う 。 関係教官 を 中
心に し て マニュアルを編集 し ， 日 本 語表現 に 関 心を も って
い る 教官が実施す る も の と す る 。 当初は （情報処理科 目 と ）
選 択 と し て 段階的 に 導入す る が， 結果を み て 将来は必修 と
す る こ と も あ り う る も の と す る 。
( 4 ） そ の 他 の 改正又は決定事項等
(a） 単位数 の チェ ッ ク
学年進級に 際 し て 修得単位数 の チェ ッ クが必要 な学部 （学科 ・ 課程 ）
は ， そ の 措置 を と る こ と が で き る も の と す る こ と 。 た だ し ， 低学年次 で
の チェ ッ クは 緩や か に す る な ど の 配慮が必要 で あ ろ う 。
(b） 転学部 〈転学科）
転学部 （転学科 ） は ， 原則 と し て 1 年次終了 （又は 2 年次開始） 時 に
許可 し ， 残 る 3 年 間 の 在学で卒業可能 と す る 。 転学部 （転学科） に 際 し ，
教養科 目 及 び共通基礎科 目 を 合計1 6 単位以上修得 し て い る こ と を 全学
共通の 条件 と す る 。 な お ， 2 年次開始時 の転学部 （転学科） の場合， 最
低在学年数を 3 年 と す る が， そ の 他 の 年次 で の 転学部 （転学科又は転コ
ー ス〉 の 場合， 必要在学年数 は学部・学科 （課程） な ど で 定め る も の と
す る こ と 。
(c） 副専攻
副専攻 （即ち ， 主 と し て 専門科 目 の選択科 目 と 自 由 科 目 の 系統的取得〉
に つ い て は ， 学部 に よ って 事情 が異 な る の で統一 的 な 方針は 定め な い が，
有効性 あ る い は 実現可能性 の あ る 学部 に あ って は前向 き に 検討 で き る こ
と に し Tこ こ と 。
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(d） 再入学 ・ 編入学 ・ 転入学
再入学 ・ 編入学 ・ 転入学す る 学生 の 入学年次及 び認定す る 単位数 は，
当 該教授会 で 決定す る こ と 。 た だ し ， 教養科 目 及 び共通基礎科 目 の 単位
に 関 わ る 場合に は大学教育研究センター長 と 協議す る も の と す る 。 ま た ，
新 た に 第一年次 に入学 し た 者 で ， 大学又は大学設置基準第 2 9 条 に 規 定
さ れ て い る 教育機関で単位 を 修得 し て い る 者 は ， 富山大学 の 教養科 目 及
び共通基礎科 目 に つ い て ， 教育上有益 と 認 め る と き は ， 1 6 単位 を 限度 と
し て 富山 大学 で 修得 し た も の と し て 認 定す る こ と がで き る も の と す る 。
(e） 教科 に 関 す る 科 目
専門基礎科 目 の 一部 （ 又は全部） を 「教科 に 関す る 科 目 」 に 対 応 さ せ
る こ と が で き る も の と す る こ と 。 た だ し ， 「教職 の 専 門 性 の 維持の観点
か ら ， 従来の 一般教育科 目 等 で代替す る こ と は で き な い も の 」 （教育職
員免許法施行規則 の一部 を 改正す る 省令 の 公布 に つ い て ） と し ， 対応す
る 科 目 は各学部で検討す る も の と す る 。
(f） 外 国 人留学生 の 外 国 語及 び教養原論
外 国 人留学生 は， 選択必修の 外 国 語 2 カ 国 （各 4 単位 ） の う ち で 1 カ
国 語 は 日 本 語 と す る こ と が で き る 。 他 の 1 カ 国 語は母語以外 の 外 国 語
（ 日 本語を除 く ） と す る こ と 。 な お， 日 本 語に 未熟な 外 国 人留学生 に は ，
さ ら に 日 本語を 自 由 と し て 受講す る よ う に 指 導す る も の と す る 。 ま た ，
日 本事情 6 単位 の う ち 4 単位 を 選択 〈人文系又は社会系 の教養原論） と
し ， 2 単位 を 自 由 と す る 。
(g） 授業 日 程 （学年暦）
授 業 日 程 は 全 学 的 に 統一 す る こ と 。 前期 の 授業 は 4 月 か ら 7 月 ま で
( 1 5 週） と す る 。 試験 （レポー ト 等 を 除 く ） は原則 と し て 最終授業週
( 7 月 下旬） に実施す る も の と す る が， 教育 上必要 な 場合， 9 月 に 実施
す る こ と も 出来 る も の と す る 。 9 月 ～ 1 0 月 上旬は教育実習 （教育学部〉
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や 集中講義 な ど を 実施す る こ と が望 ま し い 。 ま た ， 後期 に つ い て は 教育
学部以外 の学部 は 現行通 り と す る が， 教育学部 に あ って も ， 全学的 に 統
ーで き な い か ど う か， 教育実習 も 含 め て 再検討す る 。 な お ， 教育学部以
外 の 教育実習 は 前期授業期 間中の 5 月 ～ 6 月 に 実施 さ れ て い る が， 今後，
4 年生 の 単位取得 に ま す ま す支障 が及ぶ と 思わ れ る の で， で き る だ け 9
月 ～ 1 0 月 に実施す る よ う に 努力 す る も の と す る 。
(h） 試験 の 成 績表示
試験 の 成 績は 現行通 り ， 優 （ A） ， 良 （B） ， 可 （ C） 及 び不可 （ F） の 評 語 を
も って 表 し ， 可 （C） 以上を 合格と す る が， も し 点数で表示す る 必要 が あ
る 場合は， そ れぞれ80 以上， 80 未満～ 7 0 ,  7 0 未満～ 6 0 及 び 6 0 
未満と 改正す る こ と 。
(i） 経済学部 夜間主コー スの教育課程 に つ い て
経済学部 夜間主コー ス に つ い て は ， こ の答 申 の 趣旨 に 沿 って ， 別途検
討す る 。
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資料 1 教養原論 の 授業科 目
注：こ こ に 紹介す る 主題， 授業科 目 名 ， そ の 概要 は ， あ く ま で も 例示 で あ る 。
実施 に 際 し て は ， 関係教官 の 意見 を 取 り 入 れ て 再検討 さ れ る 必要 が あ ろ う 。
こ れ は ， 総合科 目 に つ い て も 同様で あ る 。
人文系
主題
I 思想 と 倫理
II 心理 と 教育
授業科 目
1 . 哲学 の 方法 と 理論
哲学 的思想 の 歴史的 な発展過程 を概観 し ， 実在， 認
識， 価値， 人生 と い う 哲学 的 な 基本問題を 具体 的 に 論
じ る 。
2 . 倫理 と 社会
西洋及 び東洋に お け る 倫理思想 の 歴史的発展 を 概観
し ， 現代社会 に お け る 倫理 上 の 諸問 題を具体例に 即 し
て概説す る 。
1 . 心理 と 行動
認知， 学習， 情動， 人 格， 発達， 心的障害な ど， 人
間 の 心理や 行動に 関す る 問 題に つ い て ， 心理学的及び、
行動科学的 な 立場 か ら 解説す る 。
2 . 教育 と 社会
教育 の思想及 び概念 を ， そ れ ら の 歴史的展開過程 を
ふま えて 点検 し な が ら ， 現代社会 に お け る 教育上 の 諸
問題を ， 教育制度 や地域社 会 の 中 に 位 置 づ け な が ら 考
察す る 。
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III 歴史の世界
N 文学 と 芸術
1 . 日 本 の 歴史 と 社会
日 本 の 歴史か ら 特 定の 時代 と 事象 を 選 ん で ， 日 本 の
文化や 社会 の 歴史的 な 特 質 と 共通性 に つ い て 論 じ る 。
ま た ， 歴史的 な も の の見方や史料 の 扱い 方 に も 言及す
る 。
2 . 東洋の 歴史 と 社会
主に 中国 と 西ア ジ アの 歴史か ら 国有の ト ピ ッ ク スを
取 り 上げ ， 中国 を 中心 と す る ア ジ アの 社会 ・ 文 化 ・ 精
神風土な ど の 特質 と 普遍性， 日 本 と の関連性 を 論 じ ，
現代 の ア ジ ア世界の 理解 を 深め る 。
3 . 西洋の 歴史 と 社会
西洋に お け る 先史時代か ら 近代 ま で の 歴史か ら 特 定
の 時代 と 事象 を 選 ん で， 西洋の 文 化 と 社 会 の 歴史的 な
特質 と 普通性 を論 じ ， 現代 の ヨー ロ ッ パ， 南北アメ リ
カ ， 中東， アフ リ カ な ど の 文 化 と 社会 の 理解 を 深め る 。
1 . 日 本文学
古代 か ら 近代 ま で の 日 本文学作品か ら 適宜代 表的 な
文学作品 （和歌や俳句な ど を 含 む 。 ） を 選 ん で 解説 し ，
日 本文化の 特 質 と 普遍性 を 解明す る 。
2 . 外国文学
外 国 の代表的 な 文学作品を 選 ん で ， 学生 と と も に 読
み な が ら ， 欧米， 中東， アフ リ カ ， 旧共産圏， ア ジ ア
な ど の 文 化の 特 質や普遍性 を 感得す る こ と を 目 指 す 。
3 . 音楽
音楽に 係わ る 様 々 な 分野－器楽， 声学 ， 作曲， 音楽
の流れーに つ い て 適宜実技 を交えな が ら 講 じ る 。
4 . 美術
美術 に 係わ る 様 々 な 分野 一絵 画， 彫刻， デザイン，
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v 言 語 と 文化
児童 画， 美術 の 流 れーに つ い て適宜実技 を 交えな が ら
講 じ る 。
1 . 言 語 と 社会
社会 は 主 と し て 言語に よ る コミニュケーシ ョンを 通
じ て 形成 さ れ維持 さ れて い る が， 言語 も 社会 に よ って
変化 さ せ ら れ る 。 こ の よ う な 言 語 と 社会 の 相互的 な 関
係を 解明す る 。
2 . 文化の理解
文化 と は 何か ， 文化の役割， 文化の 交流， 異文化の
理解 な ど に つ い て論 仏 国際化時代 におけ る 文 化を め
ぐ る 諸問題を検討す る 。
注： 1 . v- 1 は 言語学者 や 外 国 の言語研究者 （外国語担当 可能者） に よ って ，
ま た V - 2 は 文 化人類学者， 比較文学者 ， 外国文学 の 研究者 （外国語担
当 可能者 ） に よ って ， そ れぞれ開講 さ れ る こ と に な ろ う が， 負担が加重
と な る と 思わ れ る の で ， 専門外 の教官で も 外 国 の 居住経験 者 な ど 言 語 と
文化に 関心の あ る 教官 の 助 力 を得た り ， 隔年 あ る い は 3 年 に 1 回程度 の
開講 と す る な ど の 工夫 が必要 で あ ろ う 。
2 . 上記の授業科 目 の 他， 宗教， 民俗， 演劇な ど に 関連 し た授業 も 適宜開
講 し て 多様化を 図 る 必要 が あ ろ う 。
社会系
主題 授業科 目
I 社会科学 の方法 1 . 社会科学方法論
（経済学， 社会学 な ど の 分野） 自 然科学 的 な 物の 見方
と 社会科学 的 な 物の 見方 の 違い を説明 し た り ， 社会科
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II 法 と 政治
学 の 方法が 自 然科学か ら 受 け た 影響， 社会科学 に お け
る さ ま ざ ま な 物の 見方 （学説） を 紹介 し な が ら ， 社会
の 理解 の 仕方 の 多様性 を理解 さ せ る 。
2 . 現代 の 社会理論
（政治学， 経済学， 社会学 な ど ） 戦後 の 新 し い社会理
論 を 中心 に 紹介す る 。 例えば， ポ スト ・ モダンの 社 会
理論， ポ スト ・ ケイン ジ アンの経済学， ポ スト ・ マル
ク ス主義 の 政治学 な ど 。
3 . 社会科学 の 思想家群像
（政治学， 経済学， 社会学， 法 学 な ど ） アダム ・ スミ
ス， カ ール ・ マルクス， マ ッ ク ス ・ ウェーパー， 丸 山
真男， 大塚久雄な ど社会科学 の 古典に あ た る 人 々 の業
績を 紹介す る 。
1 . 日 本国憲法
（法学） 憲法 の 基本理念を し っか り 身に つ け る こ と 。
ま た ， P K O， 環境， 象徴天皇制 な ど憲法 を め ぐ って
最近話題 と な って い る さ ま ざま な 問 題 も 考えて み る 。
2 . 国家 と 政治
（政治学〉 ソ連 ・ 東欧の諸国家が あ っ と い う 聞に 消滅
し た り ， 「 ボーダレ ス」 と よ ば れ る 時代 に な って ， 国
家や 政治 の 枠組 が非常に複雑に な って い る 。 そ う し た
状況をふま えつ つ ， 政治学 の な か で 「 国家J や 「政治」
が ど の よ う に捉え ら れて き た か， ま た ， 現代 の課題は
何か を考えて み る 。
3 . 法 と 生活
（法学〉 民主主義 の 基本で も あ る 地方 自 治 の理念、を 中
心に ， 主 と し て卒業 し て い く 学生 を対象 に ， 地域 の 住
民 と し て の 自 覚， そ の 権利 と 義務 に つ い て 基本 的 な 考
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m 産業 と 経済
え方 を 提示す る 。
4 . 政治 と 経済
（経済学） 国家財政や 地方財政が経済 に 与え る 影響は
非常に 大 き ＂＼ 0 景気 の 動向， 国際経済 か ら 身近 な 医療，
福祉， 住宅な ど の 生活 に 関 わ る 分野 ま で， 政治 が経済
に関 わ る あ り か た を考えて み る 。
1 . 経済 ・ 社会データを 読 む
（統計学 ） 情報化社会 な ど と い わ れ， さ ま ざま な デー
タや 数字の情報が氾濫 し て い る 。 新聞な ど身近 な メデ
ィアに 登場す る 統計・ データの 読 み 方 の基本 を 覚え る
中で ， そ う し た データを正確に理解 し ， 社会 に つ い て
の基本的 な 理解 を 深め る 。
2 . 企業 と 仕事
（経営学， 経済学） 仕事 を す る と い う こ と は ， 学生 に
と って は ま だ将来の こ と に 属 す る が， こ れ か ら 社会 に
出 て 行 く 学生 を 対象 に 企業 や 仕事 に つ い て の現状， 基
本 的 な 考え方， 労働基本権な ど の 法 的 な 知識， 労働時
間短縮， 外 国 人労働者 問題， セクシュアル ・ ハ ラ スメ
ン ト な ど の 最近 の 諸問題を 解明す る 。
3 . 日 本 の 企業 と 経済
（経営学， 経済学） 日 米経済摩擦の な か で注目 さ れ て
き た 日 本 の経済 や企業 の 特徴を 概説。 ま た ， ア ジ ア と
の関係， 多 国籍化な ど現代 の課題を 考 え る 。
4 . 歴史の中の産業 と 経済
（経済史， 経営史） 歴史を 通 し て ， 産業 や経済 の 発展，
変化な ど を 理解 し ， 現代 の 産業 や 経済 の か か え る 諸課
題の 歴史的 な 意味を示す。
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N 地域 と 生活
v 現代社会論
1 . 地域 の社会 と 文 化
（地理学〉 地域の 基本理念か ら ， 社会 や文化の あ り か
た を 「地域」 と い う 単位 で み て み る と いった具体 的 な
こ と が ら ま で ， 「地域」 と い う 視点か ら 社会 を み る 。
2 . 富 山 の経済 と 社会
（経済学， 社会学） 富 山 県 の 地 域 の 歴史や 地理 をふま
えつ つ ， 地 域 の 抱え る さ ま ざま な 課題に つ い て 考え る 。
3 . 情報 化社会 の 中の 地方経済
（経済学， 経営学） 情報化社 会 は ， 工業化社会 と は 異
な った 特徴を 持っ と 言わ れ て い る 。 ネ ッ ト ワーク社会
と 言わ れ る 一方 で の 東京一極集中現象 も 起 き て い る 。
こ う し た新 し い社 会 の 変化 を 考え る 。
注：時事的 な テーマが主 と な る の で ， 授業科 目 は 「現代
社会論I」な ど と 表記す る 。
1 . 現代社会論 i
テーマ：国際化の 中 の 人権問 題
（法学） 外 国人労働者 な ど 人 的 な 国際移動が活発に な
る 中で ， さ ま ざま な 民族と の共存 を 目 指 し て ， 基本的
な 人権を考え る 。
2 . 現代社会論E
テ ーマ：社会主義 の 理論 と 歴史
（政治学， 歴史学， 経済学〉 社会主義圏の解体現象 は ，
戦後世界の枠組 を 根底か ら 揺 る がす 出来事 で あ った 。
こ う し た 現 に 進行 し つ つ あ る 問 題を そ の背景や意味な
ど に つ い て ， マ スメディアの報道な ど で は と ら え き れ
な い 部分 に留意 し て 論ず る 。
3 . 現代社会論E
テーマ：冷戦後 の 世界体制
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自 然系
主題
I 地球 と 環境
Il 生 命の 世界
（政治学， 経済学） E C統合や 湾岸戦争な ど に み ら れ
る さま ざ ま な 新 し い世界規模で の 出 来事 を ， そ の 背景
を 含 め て理解す る 。
授業科目
1 . 地球の 構 造 と 活動
地球 と は ど の よ う な 構 造を も ち ， ど の よ う な 物質で
で き て い る か ， ま た ， 大 陸移動や地殻変動， 火山 ， 地
震活 動な ど， 地球の さま ざま な 活動 と 歴史に つ い て 講
義す る 。
2 . 地球の 環境
地球表面 で は ど の よ う に 物質が存在 ・ 循環 し ， そ れ
ら の 聞で 影響を及ぼ し あ って い る か ， ま た ， 自 然は ど
の よ う な 歴史的変遺を 経 て 現在 に 至った か に つ い て 述
べ る 。
3 . 自 然災害
生 き て い る 地球の， あ た り ま えの運動と し て ， 地震，
津波， 火山 な ど の活動が あ り ， 台風， 豪雪等 の 気象現
象 が あ る 。 人 間 の 生存 と 自 然現象 と の 接点に あ る 自 然、
災害に つ い て 述 べ る 。
1 . 生 命の し く み
身の 回 り の 生 物や 自 分 の身体 の し く み や 働 き に つ い
て学 ぶ こ と を 通 じ て ， い の ち と は 何か ， 生 き て い る と
は何か に つ い て 考 え る 。
2. 化学 物質 と 生 命現象
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m 自 然の構 造
N 数理 の 世界
タンパク質や核酸等 の 生 命に と って 欠 く こ と の で き
な い 化学 物質 の 働 き を 通 し て生 命現象 を 分 か り や す く
解 き あ か す 。
3 . 生 物と 環境
生 物は 外部環境の 変 化に対応 し ， 個体 と 種の存続を
図って い る が ， 一体， 周囲の環境を ど の よ う な 仕組 み
で認識 し て い る の だ ろ う か 。 生 物の持つ メカ ニズム に
つ い て 論 ず る 。
1 . 宇宙の 構 造
現代 物理学 は宇宙の 開聞の 理解 に ま で迫って い る 。
古代 か ら 現代 に い た る 宇宙に 対 す る ， 人 間 の 理解 を た
ど り ， 宇宙の 構 造に つ い て 講義す る 。
2 . 化学 物質の世界
無機物質 は 多様 な 構 造を も ち ， さま ざま な 機能 を発
揮す る 。 現代生活 を 豊か に し て い る こ れ ら の 物質 に 焦
点を あ て ， やさ し く 解説す る 。
3 . 物質の 構 造
物質を構成 し て い る 原子は ど の よ う な 力 に よ って 結
合され て い る の か ， 物質の 特性 は 何に よ って決ま る の
か ， 半導体， 誘電体， 磁性体等 の 物性 の 基礎 に つ い て
解説す る 。
4 . 量子の 世界
ミク ロ の 物理現象 の 担 い手 （量子＝quantum） の奇妙
な 性質を 2 0 世紀初頭か ら 今 日 ま で の 物理学 の大変革
を た ど り な が ら ， 分 か り や す く 解説す る 。
1 . 自 然 と 数理
ひ ま わ り の種の 模様 を コンビュータに 描か せ る に は ，
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v 技術 の 世界
羽 生活 の 科学
ど う し た ら よ い か ？ネ ッ クレ スは 誰が か け て も 同 じ 形
を し て い る の か ？例えば こ の よ う な こ と を簡単な 数字
を使って 解 き あ か す 。
2 . 社会 と 数理
例えば， 社会 に 文 化 と し て と け 込ん で い る ， お も ち
ゃ， ゲー ム ， パズル な ど に 対 し て ， 高校で学ん だ数学
の メ ス を 入 れ て み る 。
3 . 情報 と 数理
情報 を 伝達す る 場合の 方 式 は アナ ロ グ と デジタルが
あ る 。 アナ ロ グ情 報 を い か に デジタル化す る か ， 情報
と 数理 と の 関連を考え る 。
1 . 機械 と シ ステム
家庭や工場 で 働 く 動力 機械や 自 動車等 の運動の仕組
み ， エネルギーの 伝達 や 製品の生産過程 に つ い て 分 か
り や す く 解説す る 。
2 . 電気機器の成立 ち
日 常の さ ま ぎま な 電気製品， 例えば， A V機器， 照
明器具， 電子レンジ等 の う ち か ら い く つ か を 選 ん で ，
そ の 構成 や 働きや ， ど の よ う な 技術が生か さ れ て い る
か を や さ し く 解説す る 。
3 . 生活 と 材料
日 常の 工業製品 に つ い て ， 使わ れて い る 材料， 例え
ば， プ ラ スチ ッ ク ス， 繊維， 金属 ， 液晶， 新素材 の う
ち か ら い く つ か を 選 ん で ， ど の よ う な 技術が生 か さ れ
て い る か を や さ し く 解説す る 。
1 . 生活 の 化学
現代 の生活 は さ ま ざ ま な 化学 物質 に 取 り 固ま れ て い
anH・白FU
vn 情報 の科学
る 。 そ の 中で， プ ラ スチ ッ ク ス， 香料， 調味料， 医薬
品な ど ， 主 と し て 有機化合物か ら 成 る も の を 題材 に し ，
解説す る 。
2 . 睡眠の科学
人 間 の 一生 の 3 分 の l は 眠 り の 中 に あ る 。 人生80 
年 と し て ， 2 7 年ほ ど は 眠って い る こ と に な る 。 人聞
が眠って い る 聞に 身体 に 何が起 こ って い る の か 。 眠 る
と は ど う い う こ と な の か に つ い て 考える 。
3 . 園芸
家庭菜園， 庭園な ど， 人生 に 潤い を 与えて く れ る 園
芸に つ い て 具体例を 示 し な が ら 概説す る 。
1 . コンピュータの 仕組 み
か つ て の大型計算機は， い ま や膝の 上に あ る 。 コン
ビュータの 発達 に は 目 を 見 張 る も の が あ る 。 コンビュ
ータの 仕組 み に つ い て 分 か り や す く 解説す る 。
2 . プ ロ グ ラ ム の話
コンビュータを 動かす プ ロ グ ラ ム に つ い て ， 歴史，
原理 ， 特徴等， 初 歩的 な 解説を す る 。
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資料 2 総合科 目 の授業科 目
I 環境
環境を め ぐ る 諸問題を 人 間 と 社会 の 多 様 な 関係 の な か で 総合的 に 考察す る 。
公害問題や地球環境の 破壊， 地域や都市の生活環境の変容 な ど を 題 目 に して ，
人 間 の 活動 と の 関 連の な か で 自 然環境及 び社会環境に つ い て 考え る 。
II 生 と 死
生 と 死 は 人聞に不可避 の 出 来事 で あ り ， 世界各地 に は 人 間 の 生 と 死に ま つ
わ る 民俗儀礼が生 み 出 さ れ て い る 。 ま た ， 近年で は 法学界で は 死刑廃止を 巡
る 議論が， 医学界の 内外で は 臓器移植， 体外受精， 脳死， 尊厳死な ど を 巡 る
議論 が行 わ れ て い る 。 こ れ ら 生 と 死を め ぐ る 儀礼， 倫理， 観念， 医療な ど を
総合的 に考察す る 。 授業題目 と して は ， 例えば， 1 .  「生 と 死の 民俗J , 2 .  
「生 命観 と 死の 判定J , 3 .  「 死刑J , 4 .  「戦争 と 倫理」な ど。
m ジ ェンダー （性）
性 を め ぐ る テーマは ， 生 物学 的 な 性 か ら 社会学 的 な 性 に い た る ま で ， 学際
的 な 分野 を な して い る 。 授業題目 と して は ， 例えば， 1 .  「 フェミニズ ム 」
（生物学 ・ 医学 に よ る 性差， フェミニズム の理論 と 理想， 文 化 と 性［以 上，
社 会 学 ， 人類学関連］， 家制度 と 女性［法学， 歴史学］， 労働市場 と 女性
［経済学， 経営学］な ど ） ， 2 .  「 イメ ー ジ と し て の 男 と 女」 （精神分 析 と
性， 文学 ・ 芸術 の な か の 性， メディア と 性， セクシュアル ・ ハ ラ スメン ト［法
学］， マンガの な か の 性［社会学， 文学］な ど） 。
N 心 と 身体
人 間 は ， 心だ け で で き て い る わ け で も な い し， 体だ け で で き て い る わ け で
も な い 。 そ の 両者 の接点か ら 人 の あ り 方 を 探って み る 。 授業題目 と し て は ，
例えば， 1 .  「 ス トレ ス と 現代社会J （医学 ・ 精神医学 か ら み た ス トレ ス，
企業社会 と ス トレ ス［経営学， 経済学］， 大衆文 化 と ス トレ ス［社会学］，
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子供の ス トレ ス［教育学， 心理学］な ど 〉 ， 2 .  「 西洋的身体論 と 東洋的身
体論」 （医学 か ら み た 違い， 哲学 か ら み た 違い ， 文化社会学か ら み た 違い ，
文学 ・ 芸術 か ら み た 違い， な ど） , 3 .  「 登校拒否 を 考え る 」 （教育学， 教
育心理学， 医学 な ど さ ま ざま な 角度か ら 考えて み る 。 〉
v 技術 と 社会
工業 化社 会 か ら 脱工業化社会 へ の過渡期 の 中で， 社 会 と 技術 の あ り 方 も 大
き く 変化 し て い る 。 技術 が社会 に 果た し て い る 役割， 逆に社会が技術 の発達
に 及 ぼ し た 影響な ど ， 両者 の接点か ら 社会 と 技術 の あ り 方 を 理解す る 。 授業
題 目 と し て は ， 例えば， 1 .  「 エネルギー と 社会」 （ エネルギーの社会史，
産業革 命 と エネルギー， 高度成長 と エネルギ一過剰消費の 社会， 省エネルギ
ー技術 の現在， 代替 エネルギーを考え る ， 原子力発電 と 社会 な ど ） , 2 . 「先
端技術 と 社会 J （ 半導体， 新素材， バイオテクノ ロ ジ ーな ど の 科学技術 の 先
端分野 を 概説 し ， こ れ ら と 社会 と の 関 わ り を 考 え る ） , 3 .  「 コンビュータ
と 社会」 〈コンビュータの 仕組 み ， 情報 と コンビュータ， コンビュータの 社
会史， コンビュータが変え る 表現 の 世界［ CGや コンビュータ音楽な ど ］，
文学 と コンビュータ［S F文学論 ， マンガ論］な ど 〉 。
羽 現代文化
今 日 ， マ ス ・ メディアの 拡大浸透， 情報機器な ど の 科学技術 の 普及， 深刻
な 自 然環境の 破壊， 世代聞や 民族問の価値観の 多様化な ど に よ って ， 現代文
化は 急激な 変動期 に 直面 し て い る 。 こ の講義で は ， 現代文化の 変 動 と 実状を ，
そ の 原因や 背景 と と も に 総合的 に 分析す る 。 授業題 目 と し て は ， 例えば， 1 . 
「 モダンか ら ポ ス ト ・ モダンへJ, 2 .  「 情 報 化 と 現代文化」， 3 . 「現代
の 若者文化」， 4 . 「現代都市 と 文化」な ど。
羽 生活 と 福祉
生活 の 質 （豊か さ 〉 を め ぐ る 諸問題に対 し ， 福祉の 視点か ら 多様 な アプ ロ
ーチを 試み る 。 授業題目 と し て は ， 例えば ， 1 .  「高齢者 と 子供J , 2 . 「 陣
町，any白
害者 を め ぐ る 問題JI 3 • 「労働 と 余暇JI 4 • 「 家族の 問題JI 5 • 「 ボ ラ
ンティア活動」 （生涯学習 研究教育センタ ー と 連係 し て 実施す る が， 講 義 の
み で な く ， 実際 の ボ ラ ンティア活動に参加 す る こ と を 重視す る 。 そ の た め の
ガイダン スや 経験に つ い て の ディ ス カ ッ シ ョン も 取 り 入 れ る 。 ）
vm 人 権 と 差別
今 日 の 社会 が か か え る 「差別」の 問題を具体 的 に 取 り 上げ， 現代 に お け る
人権尊重の課題に つ い て考 え る 。 例えば， 1 .  「 被差別部落問 題JI 2，「在
日 朝鮮人 問題JI 3 • 「 外 国 人労働者問題Jな ど ， さ ま ざま な テ ーマに つ い
て 多様 な 角度か ら 検討 を加 え る 。
区 環 日 本海
日 本海周 辺の 国 々 （諸地域〉 聞の社 会 的 ・ 文化的 ・ 経済的交流 は 今 日 ， ま
す ま す緊密に な って き て い る 。 こ の 講 義 で は， 日 本海及 び そ の 周辺の 国 々 の
自 然や文化， 相互 の 交 流 な ど を 富山県 に 焦 点を お い て 総合的 に把握す る 。 授
業題 目 と し て は ， 例えば， 1 . 「環 日 本海の歴史 と 社会」， 2. 「 環 日 本海
の 自 然 と 文化」 ， 3 . 「富山 の 自 然、 と 文化JI 4 • 「 環 日 本海の交流J な ど 。
x 科学 と 社会
社会 と 歴史 と の 関係 に お い て ， 諸科学 （人文 ・ 社会 ・ 自 然） の意義や科学
者 の 役割に つ い て 総合的 に 考え る 。 授業科 目 と し て は ， 例えば， 1 .  「歴史
や文化の発展 に 果 し た科学 の 役割JI 2 • 「科学者 の社会 的責任JI 3 • 「科
学 の 発達 （科学史） J I 4 • 「情報 と 科学」な ど 。
XI 現代 の社会 （時事的問題）
今 日 の 時事 的 な テ ーマを 選 ん で ， さ ま ざま な 角度か ら 論ず る 。 講義題 目 と
し て は ， 例えば， 1 .  「情報化社会」 （経済学， 社会学， 情報科学 な ど に よ
り つ つ ， 情報教育 の スキ ル的 な 部分 と 相互補完的 に ， 情 報 化 と い う 最近 の 社
会 に つ い て ， そ の 意義 と 問 題 点な ど ， テクニカ ルな 教育 で は フォ ロ ーで き な
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い部分 を 提示す る ） ， 2 .  「国際化の 中 の 日 本 」 （「国際化」 と い わ れ る な
か で ， 日 本 が ど の よ う な 位 置 に あ る か を客観的 に理解す る 目 を 養 う 。 ま た，
さ ま ざま な 民族 と の 差別 の な い共存を ど の よ う に実現 し て 行 く か に つ い て ，
政治， 経済， 文化な ど さ ま ざ ま な 角度か ら 考 えてみ る 。 ） , 3 . 「ポ ス ト 冷
戦の 世界構造」 な ど 。
そ の 他， 授業科 目 と し て 次 の よ う な 科 目 も 考 え ら れ る 。
認識 と 科学， 社会認識 と 自 然認識 の 接点， 精神環境論 な ど
注：総合科 目 の実施 に 際 し て は ， 各科 目 毎に 1 ～ 2 名の コ ーディネーターを選
出す る 必要 が あ ろ う 。
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第3章 組織 の 改革
ト 基本方針
富山大学 で は ， こ れ ま で教養部の学部化構想や学部 ・ 教養部聞の 相互乗
り 入 れ な ど に よ る ， 教養教育 の充実， 教養教育 と専門教育 の 有機的連関 を
模索 し て き た。 諸般 の事情によ り い ずれ も 実現を み る に 至らな か っ たが，
今回の 大学設置基準の 改正によ り ， 富山大学で は早晩教養 部 の 廃止は避け
がたい と認識せ ざ る を 得 な い 。 そ こ で は ， 教養部教官群を母体 とす る 新学
部構想 に つ い て も ， 実質上教官組織 の二重構造 に 相 当 す る も の と し て 否認
さ れて い る 。 ま た， 学部再編 に よ る 新学部創設 に つ い て は， 将来重要 な 課
題と し て 全学的 立場 か ら検討 を 開 始す る 必要性 を 認 め る も の の， 現時 点で
は無理 と判断 せ ざ る を得 な か っ た。
論ず る ま で も な く， 教官組織 の再編 は， 大学 の 将来を 左右す る 重大 な 問
題で あ る 。 富山大学 と し て は ， こ の新制大学発 足以来最大 の 変革期 に 際 し ，
機を 逸す る こ とな く教育 改革の現実的方 向 を 示す べ き で あ り ， そ の 成否が
本学 の 浮沈を決す る と言 っ て も 過言 で は な い 。 本委員会 は， 新 し い 時 代 に
対応す る 教育研究組織 へ の 転換 を 図 る に あ た り
(1)  4 年一貫教育 を実施す る 上 で， 最 も ふ さ わ し い教官組織で あ る こ と。
( 2） 教養部教官 の学部等へ の配置換 え は ， 教宮の意向 に 十分配慮し ， そ れ
ぞれ の 専門領域 と所属先 との整合性 を 考慮す る こ と。
( 3） 教官組織 の 二重構造 を避け る こ と。 つ ま り ， 一般教育担当 の専任教官
は 置か な い 。
を基本方針と し て ， 教養部 ・ 学部等 の 改組問題 に つ い て 検討 を 深め て き た。
以下は ， そ の 検討結果で あ る 。
II . 教育 ・ 研究組織改編 の骨子
1 . 教養部 は廃止す る 。
教養部教授会 で は 昨年 1 2 月 4 日 ， 各教官 の 専門性 と能力 が有効 に 生
か さ れ， ま た希望 や意向 に 十分配慮さ れ る こ とを 条件 に ， 教養部 を 廃止
す る 方向 で全学 の教育 ・ 研究体制 を 改革 し ， 教育 ・ 研究 の一層 の充実を
図 る こ とを 追求す る 旨 の確認 が な さ れ て い る 。 本委員会 と し て は ， 教養
- 30 -
部 の 意 向 を 十分尊重 し て 廃止 に 進 む べ き も の と 判断し た 。
2 . 教養科 目 ， 共通基礎科 目 及 び専門基礎科 目 は ， 教 官 の 所属如何に か か
わ ら ず全学的 に 公平 に 分担す る 。
3 .  4 年一 貫教育 の カ リ キ ュ ラ ム を円滑 に 実施す る た め 「大学教育委員会」
を 置 く 。 さ ら に ， 「大学教育研究センタ ー」を 設 置 し ， 大学教育 の 在 り
方 に 関す る 基礎 的研究等 を 行 う 。
4 . 保健管理センタ ーを 改組 し ， 「健康 スポーツ科学センタ ー」を 設置す
る 。
5 . 外 国 人留学生 ・ 研究者 の 受 け 入 れ体制 を整備 し ， 教育 ・ 研究に お け る
国際交流 の推進 を 図るた め ， 「 国際交流センタ ー」を 設置す る 。
6 . 配置換 え に つ い て
教養部教官 の学部等 へ の 分属 は ， 教官 の 意 向 に 十分配慮し ， そ れ ぞれ
の専門領域 と 所属先 と の整合性 を 考慮し て 検討す る 。 こ の こ と は ， 本来
の研究を 支障 な く 遂行 し 得 る た め の 基本条件 で あ り ， 4 年一貫教育を効
果的 に 実施す る た め の前提条件 で も あ る 。 な お ， 次 に示 す 表 は ， 教養部
が本年 1 月 1 3 日 と 2 月 1 0日 の二度 に わ た っ て 集計し た 分属 を め ぐ る
意向調査をふま え ， 各学部 の 改組 ・ 拡充 や新組織 の計 画を 実現さ せ る こ
と に配慮し ， 現段階で そ の 集約に一定の 方 向 づ け を 与 え る た め に纏 め た
も の で あ る 。 今後 の 状況や 条件 の 変 化に よ っ て は ， さ ら に 意 向調査を 実
施す る 必要性が生 じ る で あ ろ う し ， 最終的 に決着を み る ま で に こ の 数値
が変化す る こ と も 考 え ら れ る 。
学部 健康スポ 国際交流
系 等 人文学部 教育学部 経済学部 理 学 部 工 学 部 ーツ科学
列 センター センター
人文系 (1 1) 約8～約10 約 3～約6 。 。 。 。 。
社会系 (10) 約 2～約： 約 2～約i 約 4～約 7 。 。 。
自然系 (18) 。 約 4～約1 約 9～約1! 約 4～ 約1 。 。
外国語系（21) 約8～約u 約8～約u 。 。 。 。
体育系 ( 6) 。 。 6 。
合 計 （66) 約18～約2f 約17～約3( 約 4～約1 約 9～約H 約 4～約1 6 
注： 社会環境論は社会系に， 自 然環境論は 自然系に， 日本語 日本事情は外国語系に含め る 。
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7 . 学部 の 改組 ・ 拡充
各学部 に お い て も ， 社 会 の 変 化や学術研究の 進 歩に 適 応す べ く ， 新課
程 の 改編 ・ 拡充， 学科 の新設 ・ 再編成 あ る い は 大講座制 へ の 転換等， か
な り 大幅 な 改革が計 画さ れて い る 。
(a） 人文学部
人文学部 は ， 教養部教官 を 受 け 入 れ て ， 大講座制 を 採用 し 国際文化
関係 の充実を 図 る 。
(b） 教育学部
教育学部 は ， 教養部教官 を受 け 入れ， 教員養成課程 の充実を 図 り ，
児童数減少 に 伴 う 教員需要漸減に 対 応 し て ， 教員免許を卒業要件 と し
な い 新課程 を 次 の よ う に 改編 ・ 拡充 し ， 学部名を 「 総合教育学部 （ 仮
称〉 」 に変 更す る 。 既存 の情報教育課程 を主に 自 然系教官 に よ り 改編
し ， 同課程 の教育情報コー スを「情報教育課程」 ( 2 名〉 ， 環境情報
コー スを 「 自 然環境教育課程 （仮称〉 」 ( 4 名） とす る ほか ， 人文 ・
社会 系教官 （8名〉 と外 国語系教官 に よ り 「国 際文化環境教育課程 （仮
称） Jを新設 し ， 学生 定員 の一部を そ れらの 新課程 に 振替 え る 。 （注：
（ ） 内 の 人数 は ， 新課程成 立に要す る 最小 の 受 け 入 れ教官数 。 ）
(c） 経済学部
経済学部 は ， 教養部教官 を 受 け 入 れ て 大 講座を拡充 し ， さ らに ， 従
来学部内措置 と し て 置 か れ て い る「日 本海経済研究所 」 を ， 省令 に基
づ く 学部附属 研究施設 （ 「 日 本海経済研究センター」 ） と し て 設置す る 。
(d） 理学部
理学部 は 現在， 数学科 （ 4 講座〉 ， 物理学科 （ 5 講座） ， 化学科 （ 5
講座） ， 生物学科 （ 4 講座） ， 地球科学科 （ 4 講座） の 5 学科 （ 2 2 
講座） で構成 さ れ て い る が， 近年 の科学 ・ 技術 の急速 な 進 歩に適応す
る 教育研究組織 を 確 立す る ため ， 今回の 改革を機に 新たに「生命環境
科学科」 を設置， さ らに ， 理学部全体 の 大講座制 へ の 転換 を 図 る 。 な
お ， 「生命環境科学科」 に お い て は ， 生命の発 生と進 化， そ れ を支 え
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て き た環境 の 変 遷 と そ の 要 因， 生 物（人類を 含 む ） と 環境 と の相互作用
な ど ， 地球生 態系 の 過去 ・ 現在 ・ 未来の姿に つ い て ， 自 然科学 的， 特
に 化学 的 な 思考 及 び手 法 を 重視し た教育 ・ 研究を行 う 。
(e） 工学部
工学部 は ， 近年 の科学技術 の 急速 な 展 開 と 産業社会 の要請 に対応す
る ため ， 数年前 か ら 学部改革 に 取 り 組 み ， 現在 は電子情報工学科， 機
械システム 工学科， 物質工学科及 び化学生 物工学科 の 4 系列 の 大学科
と 大講座に 再編成 さ れ た。 今回の学部大講座化に引 き 続 き ， 大学院制
度 の 弾力 化， 社会人の リ カレント教育 な ど大学院博士課程前期 の整備
拡充 も 時代 の 要請 と な っ て お り ， こ れ に 対 応す る 大学院大講座の整備
拡充 を行 う 。
8. 情報処理センタ ーの 総合情報処理センタ ー化を 実現す る こ と が， 「情
報処理科 目 」を 実行 し 得 る ため の必要不可欠 の 条件で あ る 。
9 . 生 涯学習社会 の 到来 に 対 応 し ， よ り 高度 の 生 涯学習 を 支援 ・ 推進す る
ため に ， 新たに 「生 涯学習 研究教育 センタ ーJを 設置す る 。
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教養よ1
( 6 6名） ｜
富山大学学部等組織改組構想図
人文系
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｜｜ 
社会系｜｜ I 1 r丹
( 1 0名）
」
I I I J 
自然、系
( 1 8名） 「一
外国語系
I I ’I I 
( 2 1名〉 ｜ ｜ 11 J 
体育系
(6名）
｜保健管理センター（2名〉｜
健康スポーツ科学センター
（改組〉
人文学部
（大講座化と拡充）
教育学部
（新課程の
改編・拡充）
経済学部
附属日本海経済研究
センター （新設）
理学 部
（大講座と生命環
境科学科の新設）
工学部
（大講座の拡充〉
国際交流センター
（新設）
大学教育研究センター
（新設〉
｜ 生涯学習研究教育センター｜
（新設） ｜ 
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m. 新しい組織 の設置
1 .  「大学教育委員会」 の設置
「大学設置基準Jの 大綱化は， カ リ キ ュ ラ ム 編成 の 自由 化を 保障 す る
も の で は あ る が， 第 1 9 条「教育課程 の 編成方針」の 中で ， 「専攻に 係
る 専門 の 学芸」 の 教 授 ば か り で な く ， 「幅広 く 深い教養及 び 総合的 な 判
断力 を 培 い ， 豊か な 人 間性を 酒養す る 」 配慮を 義 務づ け て お り ， 一般教
育 の 必要性を 明確に規定して い る 。 した がって カ リ キ ュ ラ ム 編成 の 基本
方針 と して は ， バ ラ ン スの と れた 4 年一貫教育 の 充実・ 発展を め ざす も
の で な け れば な ら な い 。 こ の よ う な 観点か ら ， 富山大学の 教育理念 に 基
づ く カ リ キ ュ ラ ム を 編成し円滑に 実施す る た め に 「大学教育委員 会 」 を
設置す る 。 こ れに 伴い ， 既設教務委員 会 は 廃止す る 。
（組織） (1） 学長 ・ ・ ・ 委員長
(2） 大学教育研究センタ ー長
(3） 各学部長
(4） 各学部 の 教 務委員長
(5） 大学教育研究センターの 専任教官 2 名
( 6） 各学部か ら 選 出された 教官 （講師以上） 各 2 名
〈大学教育研究センターの 併任教官）
(7） 学生部長
（審議事項） ( 1 ） 教育方針に 関す る 基本的事項
(2） 教育課程 の編成及 び履修方法 に 関 す る 基本的事項
(3） 共通基礎科 目 ， 教養科 目 及 び専門基礎科 目 等 に 関
す る 授業計画 ・ 時間 割の全学的調整
(4） 大学全体 の教育体制 の 点検 ・ 改善
( 5） 大学教育 に関す る 将来計 画の 検討
( 6） 現在 の 教 務委員会 に お け る 審議事項
（専門委員会） 委員会 に ， 4 年一貫教育 の カ リ キ ュ ラ ム を 編成し実施す
る に 際し， 必要 な事項を検 討す る た め の専門委員会 を 置 く
こ と が で き る 。
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2 .  「大学教育研究センター」 の設置
(1) 設 置 の 趣旨
大学教育 が， 社会 の 変化や学術研究 の高度化に適応し得 る た め に
は ， 教育組織や管理運営 に 関 す る 不断 の 点検 ・ 改善 の み な ら ず， カ
リ キ ュ ラ ム や教育方法 ・ 教材等 の 研究開発に 取 り 組 み ， そ の 教育効
果を 調査す る 恒常的体制が必要 で あ る 。 例えば総合科 目 は ， 一般教
育 を 有機化 ・ 活性化す る た め の 重要 な 方法 で あ る が， 他大学 に お け
る 実施状況か ら 判断し， 常に改 革を 余儀な く され る 科 目 で あ る 。 こ
の た め 本学 に ， 大学教育 に 関す る 専門 的研究機関 と して の 役割を担
う 「大学教育研究センター」 を 設置す る 。
(2)  目的
(a） 大学教育 に 関 す る 基礎的研究
(b） 学際的分野 に お け る 教育 の研究
(c） 全学 に共通す る 授業 （共通基礎科 目 ， 教養科 目 及 び専門基礎科
目 等 ） の企画立案 と 評価
( 3) 組織
(a） 専任教官 2 名 （純増） と 各学部 2 名 （大学教育委 員 会 の 委員 と な
る 〉 の 併任教官 に よ り 構成す る 。
(b） 必要 に 応 じ ， 専門委員会 を 置 く こ と が で き る 。
（例）
・ 一般教育専門委員会
．将来計画専門委員会
．自己評価専門委員会
．教 職科 目 専門委員会
- 3 6 -
3 .  「健康スポーツ科学センターJの設置
(1)  設 置 の 趣旨
科学技術 の 高度化， 国際 化， 情報化等急激な 生 活環境の変化に適
応で き ずテクノ ・ ストレス病や シミュレーション病な ど に よ る 新 た
な 健蔑破壊の 問 題が生 じ て き て お り ， 現在の 保 健管理センターで は
適切 に 対応す る こと が困難と な って い る 。 こ の た め ， 4 年一貫教育
の中で生 涯に わた る 健康スポーツ科学 に つ い て の 自己教育 力 を 育成
し， 心身の 健康保持 ・ 増進を 図 る た め ， 現在の 保健管理センターを
改組し， 「健康スポーツ科学センター」を設置す る 。
( 2) 目的
(a） 大学 内 及 び社会 に 関かれた 生 涯 に わた る 健康の 保持 ・ 増進及
ぴ指導と 教育研究
(b） 大学 内 及 び 社会 に 関か れた 学 習遂行上で の悩み ごとを中心に
した カウンセ リ ング
(c） 大学 内 及 び社会 に 開かれた 健康スポーツに 関 す る 企 画と 指導
(3) 組織
、11If－－’授教2助授
教
1助授教4ら授か教一、
り
タかン系セ育理体管部健養保教
名QU 授教助名Fhυ 授教
(4) 保健管理センターの 改組 に 伴い ， 「保健管理センター運営委員会」
及 び「保健管理センター委員会Jの見直しが必要 で ある 。
- 37-
4 .  「 国際交流センタ ー」 の設置
(1)  設 置 の 趣旨
我 が 国の 国際的地位 の 向 上に 伴い ， 高等教育 に お け る グ ロ ーパ リ
ゼ ーションが進展し， 外国人留学生 の 一層 の 増 加 が予想され る 中で，
文化的 ・ 社会的背景 の 異 な る 留学生 に 対 す る 日 本語教育 の 充実， 教
育研究指導 の 改善 が 求 め ら れて い る 。 こ の た め ， 外 国人留学生 の 受
入れ体制 を整備し， 教育 ・ 研究 に お け る 国際交流 の推進を 図 る た め ，
「 国際交流センタ ー」 を設置す る 。
(2)  目 的
(a） 外国人留学生 ・ 研究生 ・ 研究者 に 対 す る 日 本語教育， 日 本文
化教育 の 実施
(b） 外国人留学生 に 対 す る 入学者選抜方法 や教育 ・ 指導 の 研究
(c） 外国人研究者 ・ 留学生 と 一般学生 ・ 教職員 と の 交流及 び地域
社会 と の 交流 の 促進
(d） 研究者 ・ 学生 の 国際的交流， 共同研究な ど学術研究面 に お け
る 国際交流 の 推進
( 3) 組織
教授 l 名 ， 講師 2 名 （教養部， 工学部， 経済学部 に 所属 す る 留学
生担当教官 3 名 ）
(4) 国際交流センタ ーは既存 の 国際交流委員 会 の 下 に 置 き ， 総合的 ，
全学的 な 国際交流実現 の 体制 を し く 。
- 38 -
5 .  「生涯学習研究教育センタ ー」 の 設 置
(1)  設 置 の 趣 旨
急速 な 技術 革新 は ， 人 々 の生活環境 に 大 き な 変 化を も た ら し， 生
涯 に わ たって 知識 ・ 技術 を学習す る 必要性が生 じ て い る 。 と り わ け
富山県 は ， 高校や 国公立大学 へ の 進学率及 び 図書館 ・ 公民館 の 設 置
率が全国の ト ッ プク ラ ス に あ り ， 県民の学習へ の 関 心 と 意欲 の 高い
こ と が知 ら れ て い る 。 さ ら に近年 は ， 県民 カレ ッ ジ の 講座で学ぶ人
が県民 1 0 人 に 1 人 と い う 割合に達して お り ， 勤勉で進取 の 気性に 富
む 県民性 と あい ま って ， 生涯学習へ の 要望 は非常に 強 い も の があ る 。
こ の よ う な 社会 的要請 に 応え， よ り 高度 の 生涯学習を 支援 ・ 推進す
る た め ， 富山大学 に 「生涯学習研究教育センタ ー」 を設置す る 。
(2) 目 的
(a） 生涯学習社会 の到来に 伴 う 時代 の 要請 に 応え， こ れ ま で の富
山大学 の 教育 ・ 研究成果の 蓄積 を ， 生涯教育 の研究 と 教育実践
に 役立 て ， 広 く 高等教育全般 に 貢献す る こ と を企図す る 。
(b） 生涯教育 の理論 ・ 調査研究 を 系統的 に行い， 生涯教育， 教育
理論 の発展に尽 力す る 。
(c） 公開講座 の企画 ・ 運営
(d） 自治体 公共機関， 企業 な ど の 職員 の 教育 ・ 学習の 要望 に 応え
る 。
(3) 組織
専任教官 2 名 （純増 1 名 ， 振替 1 名 ）
(4) 生涯学習研究教育センター を 運営す る た め に ， 現在 の 公開講座委
員会 を拡大した 委員会 を 設置す る 。
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6 . 事務部 の 設置
大学教育研究センター， 健 康スポー ツ 科学センター， 生 涯学習研究教
育センター， 国際交流センターに事務長ポス ト を 含 む 事 務組織 が必要で
あ る 。
生 涯学習研究
教育センター
大学教育委員会
大学教育研究
センター
事 務 部
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健康スポー ツ
科学センター
国 際 交 流 委 員 会
国 際交流センター
a士，晶
山
大
学
事 務 局
学 生 部
附属図書館
組 織 構 想 図
人ナ部 て 人文学科語学文学科
人文学部 ・ 理学部事務部
小学校教員養成課程
中学校教員養成課程
養護学校教員養成課程
教育学部 一寸一 幼稚園教員養成課程
I t i 一繍課程 〈仮称）ト一 情報教育課程」ー ｜ 国際文化環境教育課程 （仮称） ｜事務部
附属教育実践研究指導セン タ ー
附属学校
「一 経済学科
経済学部 一→一 経営学科
I I 」 経営法学科｜ 附属 日本海経済研究センタ ー ｜
事務部
理学部
数学科
物理学科
化学科
生物学科
地球科学科
f互命環境科学科 ｜
「ー 電子情報工学科
工学部 －→一 機械 シ ス テ ム 工学科
｜ ヒ 物質工学科」一 化学生物工学科
事務部
「一 人文科学研究科
大学院 －→一一 経済学研究科
ト一 理学研究科
専攻科
」ー 工学研究科
教育専攻科
水素 同位体機能研究センタ 一
地域共 同研究セン タ ー
総合情報処理セン タ ー
大学教育研究センタ ー l 一「
健康ス ポ ー ツ 科学センタ ー ｜ 一寸ー ｜ 事務部 ｜
国際交流セン タ ー ｜ 一寸
生涯学習研究教育センタ ー 」ーi
放射性 同位元素総 合実験室
低温液化室
廃液処理施設
自然観察実習センタ ー
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第 4章 そ の 他 ー お わ り に か え て ー
本委員会 と して ， 富山大学 の 教育改善 に つ い て 検討 した 事柄 は ， 前章 ま で に
述 べ 尽 く され て い る が， 評議会 に対し， よ り 大局的見地 か ら の 検討ある い は 協
力 を 要請 す る こ と に な った 点を以下 に 列挙しま す 。
( 1 )  『総合情報処理センタ ー』 設置 に つ い て
第 2 章， 第 3 章で既に 触 れて い る が， 情報教育 は焦眉 の 問 題で あ り ，
そ の 基礎 と して の「情報処理科 目 」 の重要性は大 き な も の である 。 し
か し， 現状で は そ の 実施 は 不可能 で あ り ， 是非 と も 富山大学 の 情報処
理センターを 省令 の 『総合情報処理センター』 と して 改組充実す る 必
要 があ る 。
こ れ は ， 学 内教官定員 の 配置換えを前提 と して お り ， 本委員 会 の 審
議対象で は な い が， 教育改 革の必要性か ら ， こ の件 を 本委員会 と して
評議会 へ 強 く 要請す る こ と に な った。 全学的立場 か ら 可及的速 や か に
こ の 問題を 解決された い 。
(2） 外 国語教育 の 充 実に つ い て
第 2 章 で述べ ら れ て い る が， 国際化時代 を 迎えて 外 国語教育 の 重要
性は ま す ま す 増大して い る 。 本委員会で も 外 国語教育 を め ぐ って 多 く
の 議論 があ り ， 特 に英語教育 の 必要性 と 重要 性が強調された 。
しか し， 富山大学 に お け る 外 国語担当専任教官 の数 は 必要数 に 比 べ
て 著 し く 少 な く ， 現状で の 外 国語教育 の 充実は非 常に 困難 である 。 各
学部 に お い て 「外書講読」 等 を よ り 積極的 に す す め る こ と や ， 当 面 ，
非常勤講師の 増 加 を 図 る こ と は も ち ろ ん で ある が， よ り 抜本 的 に は外
国語 （特 に 英語） 担 当教官 の定員 増 を 考えね ば な ら な い 。 こ の 点を 重
要 な 課題 と して 大学全体 で考える こ と を 要請す る 。
白yuan－－ 
( 3） 教官 の 教育面 で の負担増 に つ い て
教養科 目 ， 共通基礎科 目 等 に つ い て は ， 全学教官 が公平 に 分担す る 。
ま た ， l 年次か ら 積極 的 に 少人数教育 を取 り 入 れた り ， 多 様 な 授業科
目 を 開講す る こ と 等 に よ り ， 教官 の教育面 で の 若 干 の負担増 は避 け ら
れな い 。 教育改善 の意義を 十分理解 し ， 全学的 に協力 し 解決 し な け れ
ば な ら な い 。
(4） 本委員会 は 与 え ら れ た 期 間 内 で 可能な 限 り 努 力 し た が， 現段階で は ，
新学科， 新課程 の具体的教育内容 を 明示す る に い た ら ず， 教養部教官
の各学部へ の 分属案 に つ い て 概数 の み を 示す に 留 ま っ た 。
教養部教官 の 配 置換 え に 当 た っ て は ， 関係教官の 専門部分野 を 生 か
す こ と は も ち ろ ん ， 各教官 の教育 ・ 研究条件 が よ り 良 く な る よ う 配慮
す べ き で あ る 。
( 5） な お ， 本委員会 が提起 し て い る 教育改革 の 実施 に 当 た っ て は ， （a)
特別教室 を は じ め ， 教育施設 の整備 ・ 充実 が不可欠 で あ り ， （b） 学則
の 大 幅 な 改正 も 必要 に な る ， と 考 え ら れ る こ と を 付言す る 。
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イ寸 盆景 筆書E 米斗
1 . 評 議 会 か ら の 諮 問 文
言容 医男
富 山 大 学 大 学 教 育 改 善 検 討 委 員 会 殿
平 成 3 年 6 月 4 日
富 山 大 学長 大 井 信 一
富 山 大 学 大 学 教 育 改 善 検 討 委 員 会 規 則 第 1 条 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 事 項 に
つ い て ， 理 由 を 付 し て 諮 問 し ま す の で ， 平成 4 年 3 月 末 を 目 途 に 御 検 討 の 上
答 申 方 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。
( 1 ） 一 般 教 育 と 専 門 教 育 の 在 り 方
( 2 ） 開 設 授 業 科 目 と カ リ キ ュ ラ ム の 大 綱
( 3） 一 般 教 育 の 実 施組織 の 在 り 方
( 4） そ の 他 大 学 教 育 の 改 善 に 関 す る 事 項
（ 理 由 ）
我 が 国 に お け る 大学 教 育 に は ， 学術 の 進 展 ， 技 術 革 新 ， 国 際 化 ・ 情 報 化
の 進 展 ， 産 業 構 造 の 変 化 等 に 対 処 し 得 る よ う ， カ リ キ ュ ラ ム の 編 成 ， 教授
内 容 ・ 方 法 ， 教 育 組 織 等 の 不 断 の 点 検 ・ 改 善 を 図 り ， 社 会 の 各 方 面 で 活 躍
し 得 る 人 材 の 養 成 ， 時 代 の 変 化 や 学 術 の 新 た な 展 開 に 対 応 し 得 る 能 力 の 育
成 に 務 め る こ と が 期 待 さ れ て い る 。
し た が っ て ， 本学 に お い て も 自 ら の 教 育 理 念 ・ 目 的 に 基 づ き ， か っ ， 学
術 や 社 会 の 要 請 に 適 切 に 対 応 し つ つ ， 特 色 あ る カ リ キ ュ ラ ム を 編 成 ・ 実 施
す る こ と 等 が全 体 と し て の 大 学 教 育 を 充 実 さ せ ， 社 会 が 求 め る 優 れ た 人 材
の 養 成 に 資 す る こ と に な る と 思 料 す る 。 教育 研 究 の 高 度化 ・ 多 様 化 ， 組 織
運 営 の 活 性 化 を 図 る た め ， 上 記 の 事 項 に つ い て 具 体 的 に 検 討 す る 必 要 が あ
る 。
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2. 富山大学大学教育改善検討委員会審議日程
平成 3 年 6月 1日 ｜ 富山大学大学教育改善検討委員会設置
6月 4 日｜ 金蓋盟 「 （ 1） 一般教育と専門教育の在 り 方
(2） 開設授業科 目と カ リ キ ュ ラ ム の大綱
(3） 一般教育の実施組織の在 り 方
(4） そ の他大学教育の改善 に関す る 事項」
6月 4 日 ｜ 包旦 今後の検討の進め方 につ いて
委員長の選出 に つ い て
6月 1 9日 ｜ 室主堕 検討事項の進め方等 につ いて
7 月 22日 ｜ 筆宣盟 大学教育改善の具体的方向 に つ い て
8月 5 日 ｜ 室生旦 学部教育の教育課程 （卒業要件 と し て必要
な授業科 目， 単位数， 必修 ・ 選択の別及び実
施年次〉 の編成 に つ いて
9 月 四 ｜ 監盟 学部教育の教育課程 （卒業要件と し て必要
な授業科目， 単位数， 必修・選択の別及び実
施年次） の編成 に つ いて
10月 間 ｜ 位里 1 中間報告 〈案） に つ いて
2. 教育課程の編成 に つ いて
3. 組織 ・ 制度の改革 につ いて
1 0月 1 5日 1 0中間報告
10月 22日｜ 筆ヱ盟 1. 教育課程の編成につ いて
2. 組織 ・ 制度の改革 に つ いて
1仰9日 ｜ 皇室盟 1 教育課程の編成に つ いて
2. 組織 ・ 制度の改革につ いて
日 5 日 ｜ 教育課程部会
組織 ・ 制度部会
l 山 2日 ｜ 教育課程部会
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組織 ・ 制度部会
l L� 1 9 日 ｜ 教育課程部会
組織 ・ 制度部会
11月 2 6 日 組織 ・ 制度部会
1 2月 3 日 第 9 回 1 . 教育課程 の編成 に つ い て
2 . 組織 ・ 制度 の改革 に つ い て
1 2月 1 0 日 教育課程部会
12月 1 7 日 教育課程部会
組織 ・ 制度部会
1 2月 24 日 教育課程部会
4 年 1 月 7 日 教育課程部会
組織 ・ 制度部会
1 月 14 日 組織 ・ 制度部会
1 月 21 日 第10回 1 . 教育課程 の編成 に つ い て
2 . 組織 ・ 制度の改革 に つ い て
1 月 28 日 ｜ 教育課程部会
組織 ・ 制度部会
2 月 4 日 ｜ 教育課程部会
組織 ・ 制度部会
2 月 1 2 日 組織 ・ 制度部会
2 月 14 日 教育課程部会
2 月 18 日 第11回 1 . 教育課程 の編成 に つ い て
2 . 組織 ・ 制度の改革 に つ い て
2 月 24 日 ｜ 教育課程部会
組織 ・ 制度部会
3 月 3 日 ｜ 第12回 1 . 教育課程の編成 に つ いて
2 . 組織 ・ 制度の改革 に つ い て
3 月 1 0 日 ！ 教育課程部会
組織 ・ 制度部会
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3 月 24 日 ｜ 第13図 1 . 教育課程の編成 に つ い て
3 月 26 日 ｜ 金笠里
2 . 組織 ・ 制度の改革 に つ い て
3 . 答 申案 に つ いて
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3 .  富山大学大学教育改善検討委員会規則
（設 置）
第 1 条 富山大学 （以下 「本学J と い う 。 〉 に， 評議会の諮問 に応 じ ， 本学 に お け
る 大学教育の改善 に つ い て具体的検討を進め る た め， 富山大学大学教育改善検討
委員会 （以下 「委員会」 と い う 。 〉 を置 く 。
（検討事項）
第 2 条 委員会 は， 次に掲げ る 事項につ いて検討す る 。
(1） 一般教育 と 専門教育の在 り 方
(2） 開設授業科 目 と カ リ キ ュ ラ ム の大綱
(3） 一般教育の実施組織の在 り 方
(4） そ の他大学教育の改善に関す る 事項
（組 織）
第 3 条 委員会 は， 次の各号に掲 げ る 者を も っ て組織す る 。
( 1） 各学部及 び教養部の教務委員長若 し く は副委員長 各 l 名
(2） 各学部及 び教養部の教官 各 2 名 （教養部に あ っ て は， 4 名〉
2 前項各号 に掲げ る 委員 は， 学長が委嘱す る o
（任 期〉
第 4 条 前条第 1 項第 2 号の委員 の任期は， 2 年 と し ， 再任を妨げ な い。 た だ し ，
補欠の委員の任期は， 前任者 の残任期間 と す る o
（委員会）
第 5 条 委員会 に委員長を置 き ， 委員 の互選 に よ っ て定め る 。
2 委員長 は， 委員会を招集 し ， そ の議長 と な る o ただ し ， 委員長に事故あ る と き
は， 委員長があ ら か じ め指名 し た委員がそ の職務を行 う 。
〈議 事）
第 6 条 委員会 は， 委員 の 3 分の 2 以上の出席によ り 成立す る 。
2 議事 は， 出席委員 の過半数を も っ て決 し ， 可否同数の と き は， 議長 の決す る と
こ ろ に よ る 。
〈意見の聴取）
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第 7 条 委員長が必要 と 認め た と き は， 委員以外の者の出席を求め て意見を聴 く こ
と がで き る 。
〈部 会〉
第 8 条 委員会 は， 必要が あ る と 認め た と き は， 部会を置 く こ と がで き る 。
（庶 務）
第 9 条 委員会の庶務 は， 関係部局の協力 を得て庶務課及び学生課 に お いて処理す
る 。
附 則
こ の規則 は， 平成 3 年 5 月 1 0 日 か ら 施行す る 。
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4 . 富山大学大学教育改善検討委員会名簿
委員長 教 養 部 瀧 津 弘 委 員 理 学 部 岡 部 俊 夫
委 員 人文学部 浜 谷 正 人 委 員 "' 後 藤 克 己
委 員 ，， 矢 津 英 一 委 員 II 風 巻 紀 彦
委 員 ，， 小 津 浩 委 員 工 学 部 能登谷 久 公
委 員 教育学部 宇 井 啓 高 委 員 ／／ 坂 井 純 一
委 員 ，， 塚 野 州 一 委 員 II 吉 村 敏 章
委 員 II 渡 遺 委 員 教 養 部 福 田 明 夫
委 員 経済学部 森 薗 英 輔 委 員 ，， 気賀津 保 規
委 員 ，， 小 倉 利 丸 委 員 ，， 豊 泉 周 治
委 員 ，， 相 津 吉 晴 委 員 ，， 竹 内 d早.... 
以上 2 0 名
－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
除育課程部判 委員 。浜 谷 正 人
。 は部会長 宇 井 啓 高
小 倉 利 丸
岡 部 俊 夫
吉 村 敏 章
福 田 明 夫
豊 泉 周 治
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
同 ・ 制度部制 委員 小 津 浩
。は部会長 渡 遺 信
森 薗 英 輔
。風 巻 紀 彦
能登谷 久 公
気賀津 保 規
竹 内 章
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